
・自己評価と生徒評価、保護者評価

・ホームページの定期的な更新

・入学者の目標数の達成

・習熟度別授業の制度管理、コースや専攻授業がきちんと実

施されている。これらが機能しているため、辞めない辞めさ

せない本校の教育活動の基本となっている。

・基本の形は学級にあって、その広がりが学年となってい

る。学年の集合体が学校になっているが、本校ではそれらが

機能している。時間割の関係などもあるが、学年を超えて教

員が生徒をよく観察し、理解している。

C

A

A

・自己評価27項目のうち肯定的回答が80％を超えた項目は

20、70％以下は7項目となった。特に校務分掌や手引きに示

された分担事項が機能することが望まれる。

・個別相談などの対応として、授業見学は行われている。研

修目的とした授業公開ディなどの設定、指導案に基づいた授

業研究が望まれる。率直な意見交換の中で、授業力の向上に

努めたい。またそれらの取組を職員研修としたい。

・授業の中で、ノンバーバルな教授方法を取り入れる必要がある。非言語コミュニケー

ションが一つの授業方法である。

・ICTの活用において、話し合っている内容がリアルタイムで出てくるような機能がある

と良い。

・ハード面の強化（プロジェクターの位置、モニターの大きさなど）が必要である。

・学習成果発表会ではプレゼンを個人で取り組んでいるがグループで協同的にプレゼン

をすることも学びに繋がり、できるだけ多くの生徒が参加できるのではないか。

・いつでも公開できるような授業に取り組む必要がある。

・教員が積極的に学ぶ姿勢を持つべきである。

・職員会議の有効性が低い。教職員との連携を密にとれる機会が必要である。

・学校評価を踏まえた研修会が必要である。

・教員の自己評価でも校内研修が弱いとなっている。教員も悩んでいるため、組織的・

計画的な校内研修の実施が求められる。

・いじめアンケートの内容や対応を評価に入れた方が良い。

・習熟度別の授業は工夫した1時間の授業であり、先生方が努力していることが伺える。

・習熟度別の授業でクラスによってはフォロー体制を強化する必要がある。

・発達の特性がある生徒が多く、指導方法や教材の吟味など、職員研修を活用して授業

改善への取り組みをするべきである。

・朝礼時に登校している生徒が少ない。学級・学校を盛り上げるような指導が必要な場

合が多い。生徒も教員も欠席が多いことを課題と捉えている。

・美化活動を取り組み始めたことは良いことだが、教卓の下や廊下の清掃が徹底されて

いない等課題も依然として多い。

・生徒の進路実現に向けて、教員が粘り強く取り組んでいることは高く評価できる。

・廃棄物の処理を環境の面から検討する必要がある。

・非常器具の整備や非常扉の前にモノをおかない、非常灯のある所とない所など、防災

に関わる対策にも気を配る必要がある。

・防災部の活動は防災に関わる態度の育成としてとても活躍している。防災に力を入れ

てくれていることが嬉しい。

・中学校へ訪問すると、専修学校クラーク高等学院芦屋校では「手厚く見てもらってい

る」という声を聞く。生徒が出身中学校を訪れた際の生徒の表情や言動から学校生活が

充実していることが伺える、との感想が多い。

・3年生の担任に対する満足度が今年度低かった（70％）ことは、課題を見つけ改善す

べきである。また、その内容は全体に共有する必要がある。

・隣接の学校との兼ね合いで、両校の教職員が自由に行き来するため、不審者として見

られることも考えられる。両校で情報共有をしておくことが望ましい。

・学校満足度評価（生徒・保護者）９０％

・ホームページ週平均３本の定期更新

・自己評価/学校関係者評価

・生徒を活用した学校説明会

B

・オペレーションリーダーが毎年育っている。下の学年の生

徒が、学校説明会に参加し、中学生がやがて入学した時に、

その役割を担う生徒もいる。

・概ね校務分掌を越えた報連相がとれている。危機管理マ

ニュアルの更新は行われているものの見える所に共有される

必要がある。感染症対策として、検温や消毒、体調管理は引

き続き行う。

・学校評価をいち早く取り入れた。教員の自己評価項目は経

年変化を見るために、数年は同項目にするべきだが、教育体

系の変化に伴い検討を重ねる必要がある。

・学校満足度アンケートによると、生徒・保護者ともに満足

度が高い（90％）。家庭との連携の基本がこにあるが、一定

の水準を保つためには教員の不断の努力も求められる。

・丁寧な家庭との連携が引き続き求められる。

・臨機応変な対応

・校務分掌を超えた報連相

・危機管理マニュアルの更新

・検温除菌

・危機管理マニュアルの更新

・生徒指導課を中心とした危機管理対応

・日常的な清掃/検温

・避難訓練（年２回）

B

・保護者連絡と情報共有

・芦屋市を中心とした連携

・地域自治体との連携

・ボランティア活動の参加

・地域活動への参加や交流

・日常的な保護者への連絡

・保護者会の実施

・家庭訪問の実施

・各種ボランティア活動への参加

・芦屋市教委等との連携の日常化

A

・家庭との連携

・教育委員会

・地域、自治会

・保護者との連携

・関係機関との情報連携

・地域貢献

3

　　社会的に評価される教育

〈現状〉

コロナ禍により活動に制限があったが、

実習やボランティア活動も新たな形で交

流が進んだ。「学校評価」が実施され、

家庭との連携や対外的に発信する仕組み

が構築されつつある。

〈課題〉

「安心で安全な学校」を目指して、更な

る環境整備に取り組む。地域連携のなか

で、生徒が成長できる仕組みを構築す

る。

・情報公開

・広報活動

・入試対策

・学校関係者評価の実施

・HPを活用した教育活動の公開

・中高連絡会

・学校説明会

・個別相談、入試相談

・危機管理体制

・安全管理

・危機管理マニュアルの活用

・新型コロナウイルス対策

・避難訓練

・人権教育

・生徒指導

（生徒理解）

・自他の生命の尊重

・規範意識の醸成

・カウンセリング

・部活動

・美化活動

・二者面談、三者懇談の充実

・クラスTシャツの作成と活用

・教室整備

・清掃活動の実施

・いじめ仲間外れのない集団

・不安や悩みのある生徒への早期対応

・問題行動の未然防止

・年2回のいじめアンケート

A

・教職員同士の授業見学と意見交換

・ICT教材等を活用した授業を促進

・授業内での共同学習の促進

A

2

　　非認知能力を育成する教育

　

〈現状〉

 各教科の授業だけでなく学校の教育活動

全体を通して、主体的自発的に学ぶ環境

づくりが求められる。自己肯定感・啓発

力を育成する活動として、学習成果発表

会がある。

〈課題〉

 粘り強さ、やる気、工夫する力の育成も

求められる。進路指導体制も整え、生徒

一人ひとりの「夢・挑戦・達成」を実現

する。

・対話的な深い学び

と態度の育成

・習熟度別授業

・特色あるコース・専攻授業

・探求学習

・生徒が主体的に学ぶ

・進路指導

・キャリア教育

・高大連携の推進

・進路ガイダンス、進路相談

・自己実現と進路選択

・一人ひとりの個性の尊重と伸長

・生徒の成長過程に応じた活動

・図書館の活用と蔵書管理

・進路指導コーナーの充実

・学力差への対応と個別指導

・業者を活用した進路ガイダンス

・進路決定者から下級生に向けての進路報告会

・図書室の整備

・授業や放課後を活用した個別進路指導

・探求等の新たな授業に対する研修

・教育顧問の授業視察

・入学希望者に対する授業見学

・多くの授業で工夫した取組みを実践

・学習成果発表会では、1年クラス合唱、2・3年は全

員探究活動発表（プレゼンテーション）を実施

・教職員研修

・授業公開

・教員の専門性の向上

・分かる授業、満足度の高い授業

・指導力向上を目指した授業改善

・新指導要領と主体性を育てる授業

・計画性のある授業実践

・教育顧問との連携

・習熟度別授業、専攻授業を中心に編成

・肯定的回答は概ね80％以上に達した

・4か条が折りに触れて生徒に伝えられた

・ポスター類も分かりやすく掲示も適切

B

番号 重点目標の現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況

1

　　限りなく学力を向上させる教育

　

〈現状〉

本校教育を体現する教育課程の編成・意

識共有と実践が進められている。目指す

学校像・育てたい生徒像が明確に示され

ている。

〈課題〉

職員同士の情報共有や連携する仕組みが

求められる。ICTを活用した取組を進め

ていく必要がある。教育の質の向上を目

指した組織的かつ計画的な教科間連携も

課題である。

・教育課程編成

・教育目標設定

・教育目標の共通理解

・教職員4か条

・芦屋4か条の定着

・職員の意識共有が成されたか。

・自己評価の肯定的回答が８0％以上

・学習指導

・教科間連携

・計画的な教科間の連携

・情報活用能力の向上

・授業形態の工夫と学習活動の定着

・授業に対する生徒満足度

・教職員の連携授業

・生徒の意識向上を図る

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標 年　度　評　価 実 施 日　令和５年１月１３日

達成度 次年度への課題と改善方策 評価委員からの意見・要望・評価等

Ｄ 不十分である      （40％未満）

※　重点目標は３～４つ程度設定し、それらに対応した評価項目（年度達成目標）を設定する

※　番号欄は重点目標の番号と対応させる

※　評価項目に対応した具体的方策と方策の評価指標を設定する

※　学校関係者評価は、自己評価の結果を踏まえて評価を受ける

※　評価委員会は、大学教員、自治会長、民生委員・児童委員、教育顧問で構成

　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価 学校関係者評価

Ａ 十分に達成した  （80％以上）

Ｂ 概ね達成した       (60％以上)

Ｃ あまり十分でない（40％以上）

礼儀（挨拶、授業態度）

傾聴（しっかり人の意見を聞く）

敬意（思いやり、清掃の徹底）

危険（私、あなた、みんなを大切に）

令 和 4年 度　学 校 評 価 シ ー ト

教育理念


 『挑戦と創造の教育』の実践 目指す学校像

「次のステージで活躍できる人材の育成」

「辞めない辞めさせない教育活動の実践」

すべての生徒が自立する力を身に付ける学校

育てたい生徒像

自分を大切にし、

他者へも謙虚な気持ちで、

未来を切り拓く生徒

専修学校クラーク高等学院芦屋校

重点目標

１　限りなく学力を向上させる教育

２　非認知能力を育成する教育

３　社会的に評価される教育

教職員4か条

①生徒に愛情を注ぎ大切にしよう

②保護者と連携しよう

③生徒を伸長させる授業をしよう

④報告連絡相談を意識しよう

芦屋４か条

達

成

度


